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援
の
声

●
前
回
の
議
会
報
告
会
で
の
「
議
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
は
、
議
会
だ

よ
り
を
「
毎
回
読
む
」「
大
ま
か
に

読
む
」
を
合
わ
せ
る
と
８５
％
。
多
く

の
方
が
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
下
さ

っ
て
い
る
。

●
編
集
委
員
は
５
人
の
み
。
手
分
け

作
業
で
記
事
を
ま
と
め
、
校
正
会
議

も
数
回
お
こ
な
う
な
ど
、
プ
ロ
も
顔

負
け
だ
。

●
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
金
山

町
は
全
国
の
自
治
体
で
初
と
な
る

「
情
報
公
開
」
の
町
だ
。
議
会
だ
よ

り
か
ら
も
町
づ
く
り
の
相
違
点
が
読

み
取
れ
る
編
集
に
、
今
後
も
創
意
工

夫
を
重
ね
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
須
藤
　
典
夫
）

町
民
の
声

●

特
別
委
員
会
に
つ
い
て

町民の皆様の傍聴をお待ちしています町民の皆様の傍聴をお待ちしています

　特
に
重
要
な
事
件
や
常
任
委
員
会

の
所
管
に
属
さ
な
い
、
ま
た
は
２
つ

以
上
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る
よ

う
な
事
件
で
あ
っ
て
、
特
別
の
構
成

員
に
よ
り
集
中
的
に
審
査
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
や
委
員
外
議
員
の
発
言

等
の
運
用
で
は
そ
の
目
的
が
達
せ
ら

れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
条
例

で
設
置
で
き
る
。

　町
議
会
で
は
、
委
員
会
条
例
の
第

５
条
に
特
別
委
員
会
の
設
置
が
規
定

さ
れ
て
お
り
、
①
必
要
が
あ
る
場
合

に
議
会
の
議
決
で
設
置
す
る
こ
と
、

②
委
員
の
定
数
は
議
会
の
議
決
で
決

め
る
こ
と
、
③
付
議
さ
れ
た
事
件
が

審
議
さ
れ
て
い
る
間
は
委
員
と
し
て

在
任
す
る
こ
と
に
な
る
。

　一
般
的
に
は
、「
予
算
議
会
」
と

言
わ
れ
る
３
月
議
会
で
の
予
算
特
別

委
員
会
と
「
決
算
議
会
」
と
言
わ
れ

る
９
月
議
会
で
の
決
算
特
別
委
員
会

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
２
日
間
に
わ
た

っ
て
全
議
員
を
構
成
委
員
と
し
て
集

中
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　そ
の
他
に
も
、
資
格
決
定
や
懲
罰

に
関
す
る
動
議
が
提
出
さ
れ
た
場
合

は
、
資
格
審
査
特
別
委
員
会
及
び
懲

罰
特
別
委
員
会
を
必
ず
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
。

№6

　イ
ギ
リ
ス
人
の
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ

ー
ド
に
関
し
て
は
、
機
会
あ
る
度
に
町
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
で
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
ま
し
た

が
、
以
前
私
の
友
人
か
ら
伊
能
忠
敬
が
金
山
町

に
宿
泊
し
て
い
る
の
で
そ
の
場
所
を
調
査
し
て

く
れ
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
依
頼
さ
れ

て
、
歴
史
的
な
事
実
を
初
め
て
知
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　今
更
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊
能
忠

敬
（
１
７
４
５
〜
１
８
１
８
年
）
は
精
密
な
日

本
地
図
を
内
陸
ま
で
入
っ
て
作
製
し
た
こ
と
で

有
名
で
す
。

　当
時
の
金
山
村
に
は
１
８
０
２
年
８
月
１０
日

に
本
陣
柴
田
九
左
衛
門
（
１
８
７
６
年
の
町
並

み
略
図
で
は
柴
田
九
平
治
）
宅
に
宿
泊
し
、
翌

日
は
及
位
村
の
高
橋
作
右
衛
門
宅
に
宿
泊
し
て

い
る
歴
史
的
事
実
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
町
の
観
光
案
内
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
よ
り
７６
年
前
に
金
山
町
を

訪
れ
て
い
る
偉
人
、
伊
能
忠
敬
の
宿
泊
跡
地
に

記
念
碑
や
案
内
板
等
を
建
て
た
ら
、
町
内
外
か

ら
の
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
も
同
じ
本
陣
に

宿
泊
し
て
い
る
の
も
偶
然
で
し
ょ
う
か
。
是
非

と
も
実
現
に
向
け
て
関
係
皆
様
方
に
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　２
月
９
日
、
２
年
ぶ
り
に
「
み
す
ぎ
荘
」
の

役
職
員
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
介
護
施
設
の
山
積

し
て
い
る
課
題
、
今
後
の
町
の
将
来
展
望
等
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
。

　私
見
で
す
が
、
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世

代
が
７５
歳
以
上
と
な
り
、
町
の
高
齢
化
率
は
急

激
に
ア
ッ
プ
し
、
減
少
す
る
人
口
に
対
す
る
占

有
率
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
介

護
予
防
の
充
実
と
地
域
（
集
落
）
参
加
型
の
推

進
、
町
民
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ
つ
参
加
機
会

づ
く
り
と
孤
立
化
の
防
止
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
発
化
等
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　例
え
ば
、
既
に
実
施
し
て
い
る
地
域
の
主
要

な
公
民
館
等
を
高
齢
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た
め
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
公

民
館
を
一
ヶ
所
つ
く
り

活
用
し
て
み
る
と
か
、

新
し
く
な
る
中
央
公
民

館
に
高
齢
者
が
集
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

を
提
供
す
る
な
ど
し
て
、

健
康
で
元
気
に
明
る
く

楽
し
い
人
生
を
送
れ
る

よ
う
に
願
う
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
も
大
変
有
意

義
な
語
る
会
で
し
た
。

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

岸　　知　己 さん
　　　（十日町・６８歳）

金山厚生会｢みすぎ荘」
理事長
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金
山
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史
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発
見

６月議会定例会は ６月５日（火）～８日（金）の予定です
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町
議
会
議
員
と
語
る
会
の
開
催


